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マイクロチュ バ 形成に及ぼす植物成長調節物質 培地の種類 培地のショ糖濃度 ならびに照明時
間の効果について検討した その結果 および など 種類の植物成長調節物質は
形成に顕著な効果を示さなかった 特に と は 形成に抑制する傾向が見られた 種類の
基本培地 水準の照明時間 水準のショ糖濃度について実験を行った結果 培地に 程度のショ糖
を添加し 時間照明で培養するのが 形成に最も効果的であることが分かった ダイジョの 形成
には 培養植物体内の炭水化物が必要と考えられる 培地の窒素の種類と濃度が 形成に影響し 窒素成
分に富む培地で 形成が促進された これらの結果から 植物体内の炭水化物と窒素の絶対量が 形成
の促進要因となっていると考えられる
ヤムイモ マイクロチュ バ 照明時間 ショ糖濃度 植物成長調節物質
洗浄し エタノ ルに数秒間浸し 展着剤としてツイ
ン を数滴添加した有効塩素 の次亜塩素酸ナトリ
ダイジョ はヤムイモの一種で ア ウムに 分間浸漬して滅菌した 滅菌水で 回洗浄後 実
ジア アフリカ 中南米および太平洋諸島の熱帯を中心に 体顕微鏡下で節部切片から葉原基 から 枚を含んだ
広く分布し アジアやアフリカの一部の地域では 主食料 の大きさの茎頂を切り出し ショ糖 を加えた
として栽培 利用されている 通常 ダイジョは塊茎に 培地に置床し 温度 照明 時間の培養条件下で ヶ
よる栄養繁殖が行われる しかし 株に 数個しか塊茎 月間培養した植物体から各試験に供試する節部切片を切り
を着生しないため極端に増殖効率が低く 収穫物の 出した いずれの実験においても 培地には
程度を種イモとする必要がある また 栄養繁殖に伴う を 添加した 培地は直径 高さ の試
ウイルス病の拡大も深刻な問題である したがって ダイ 験管に ずつ分注し アルミフォイルで 重に密栓し
ジョの組織培養を活用したウイルスフリ 種苗の生産なら た後に オ トクレ ブで 分間加圧滅菌して用いた 培
びにマイクロチュ バ などの無菌培養体を活用す 養は 温度 光合成有効光量子束密度
る効率的な種苗増殖技術の開発が求められている さら の人工気象器内で ヶ月間行った
に 後者は 遺伝資源の保全にも重要な役割を果たすと考
えられる
そこで 本研究では ダイジョの 形成による効率的 葉を切り落とした 程度の単節の節部切片を試験管
な増殖技術の開発をめざして 植物成長調節物質 培地の ごとに 切片を植付け 処理区あたり 切片を供試した 植





ダイジョ のパプアニュ ギニア地 を組み合わせて添加し 温度 時間照明下で
方品種 を温室で栽培し 十分伸長した側枝 培養を行った さらに 培地に高濃度のショ糖
から蔓を採取した 外植体は 葉を除去した後中性洗剤で を添加した培地を用い および
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を除いた修正 培地 および 培地を用いた 各培
地にショ糖を 添加した 本実験では植
物成長調節物質は用いず 培養は で行い 照明時間を
時間に設定した 種類の培地 ショ糖濃度
水準 照明時間 水準を組み合わせた 処理区設けた
試験管あたり節部切片 個を置床し 処理区あたり 本
の試験管を用いた ヶ月間培養し 形成状況を調査し









ショ糖を 添加した 時間照明では 添
加区で 本中 本の試験管 添加区では 本の試験
管で それぞれ 個ずつの が形成された 表
添加区では の有無に関わらず 形成はみ









用いれば が形成されると考えられる また ショ糖
時間照明で および の影響を調べた
その結果 の 濃度では その有無にかかわ
らず 形成がみられ の添加により 率は低
下した 表 さらに を添加すると明らかに 形
成率が低下した 表
ら によれば では ショ
糖 時間照明下では の と を添加し
た場合に 形成が著しく促進された さらに
ら によれば ダイジョでは ショ糖 時間照
明下で のジャスモン酸の添加が 形成に有効と
された
以上のように 本実験で用いたダイジョでは および でなく むしろ無添加で 形成率が高まった これらの
は 形成にむしろ抑制的にはたらくことが明らか 結果が既報のダイジョの近縁種における 形成条件と
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糖濃度に関しては で 形成数が最も多く それより
もショ糖濃度が高くても低くても形成数は減少した 図
培地の種類とショ糖濃度が 形成にどのように影響 照明時間については 時間で最も多くの が形成され
するかを調べるため 表 に示す条件で実験を行った 表 それより長くても短くても 形成が低下した 図 培
に処理区ごとの 形成数を示した 培地 種類 ショ糖 地の種類とショ糖濃度の交互作用は 培地の種類により有
濃度 水準 照明時間 水準を組み合わせた三元配置実験 効ショ糖濃度が異なり 培地では 修正 培地
の 区のデ タの分散分析を行った結果を表 に示す と 培地では を境に 形成数が減少する結果
すなわち 培地の種類とショ糖濃度の主効果は 水準 となった 図 すなわち 培地の種類によりショ糖の添
照明時間の主効果は 水準で有意となり 培地 ショ糖 加効果が著しく異なることが分かった
の交互作用は 水準で有意となった 培地の種類に関し ら は ダイジョにおいて 培地にショ糖
ては 培地で最も 形成数が多く 修正 培地と で 時間照明が 形成に効果があるとしており
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果があるとしている 窒素含有量は 培地 修正 培
地 培地 培地の順で少なくなっており 有効な
ショ糖濃度も培地の窒素含有量に伴って低くなると考えら
れる 本実験では ショ糖が あるいは と高濃度






し 本実験では 形成に ヶ月要しており 実用水準に
まで増殖効率を高めるには さらに 形成に要する期間
を短縮する条件の検討が必要と考えられる また 培
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IJIMA AMAZAKI ANADA OMAMINE
UJIMAKI OYOHARA
: This study aims at ﬁnding factors a ecting microtuberization of greater yam (
L.). None of four plant growth regulators, NAA, ABA, kinetin and PDJ, were promotive to form
microtubers. The MS medium adding sucrose under hours illumination remarkably promoted
to form microtubers. But NAA and PDJ tended to inhibit tuberization. The three-way arrangement
experiments with three di erent culture media, ﬁve levels of sucrose concentration, and four levels of
illumination time were conducted and disclosed that tuberization was the most active on the MS
medium with the addition of sucrose under hours period of illumination a day. The essential
to microtuberization of greater yam is considered to be the concentration of carbohydrate in cultured
plants. Sources and concentrations of nitrogen in the culture media a ected the formation of micro-
tubers. Nitrogen-rich media promoted microtuberization.
: microtuber, photoperiod, sucrose concentration, tissue culture
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Microtuberization by Tissue Culture of
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